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Multi Component Loadcell

概　要
本装置は、各種被測定物の表面をダイヤモンド等の加圧針を移動させて
塗膜やメッキ、コーティング等の膜強度を計測する試験機である。
検出器には加圧力とスクラッチ力を計測するための高精度・高感度の歪
ゲージ式の２分力検出器が装備されている。
スクラッチ速度や加圧送りは全てパソコンにより制御可能となっている。

構　成
本装置は、次のものより構成されている。
a)　試験機本体�� � 1台
b)  ２分力検出器� � 1台
c)　加圧針� � � 1本
d)　制御増巾器�� � 1台
e)　ノートパソコン� � 1台

駆動／計測パラメータ設定

計測設定
　　日付　　2001/07/01
　計測名   TEST001
コメント

垂直送りパラメータ

垂直速度
0.02～4[mm/sec]    1
垂直送り量[mm]     5

垂直送り量は若干多めに設定して下さい。
試料表面で自動的に止まります。

垂直駆動開始

負荷試験パラメータ

サンプリング周期
1[ms]～10000[ms] 1

計測時間[sec]     10

水平送り速度
0.02～4[mm/sec]

水平送り量[mm]    10

送り量[mm]は＋設定で奥へ移動
－で手前へ移動

この3者の
ﾊ゚ﾗﾒーﾀに極端
な差がないよう
に設定して下さ
い。

〇連続加重試験
負荷速度＝0.01～1[Newton/sec]
垂直加重[Newton]/[sec]   0.5
最大負荷[Newton]         2

計測時間内に最大負荷に達すれば
そこで定荷重になります。

◎一定荷重試験

定荷重負荷[Newton]       1

計測開始

分力モニタ

摩擦抵抗 Fx[Newton]

垂直荷重 Fz[Newton]

オートゼロ実効時は針先が
空中で静止している状態を
確認して下さい。

検出器ｵーﾄｾ゙ﾛ

インチング動作

水平方向(X)
現在位置[mm]

垂直方向(Z)
現在位置[mm]

位置がマイナスになっているときは必ず
アドレスリセットを行ってください。

水平方向
ｲﾝﾁﾝｸ゙(奥へ)

水平方向
ｲﾝﾁﾝｸ゙(手前)

垂直方向
ｲﾝﾁﾝｸ゙(上昇)

垂直方向
ｲﾝﾁﾝｸ゙(下降)

計測ﾌｧｲﾙ保存

動作強制停止

終了
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日章電機株式会社
Multi Component
    Loadcell〒146-0093 東京都大田区矢口　1-25-15

TEL 03-3756-1151  FAX 03-3757-4077
    E-mail:new@nissho-ew.co.jp
    http://WWW.nissho-ew.co.jp/

制御増巾器 ノートパソコン加圧針

■連続加重試験データ例(プラスチック成型品上の塗膜スクラッチテスト)　
サンプリング周波数;1kHz、水平送り;1mm/sec、垂直送り;1N/sec

垂直荷重と水平荷重の関係
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